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機構によるかを，細胞周期への影響という観点から調査した。BA を BY-2 細胞に処理し，細胞周期の進行
にどのような影響がみられるか調べた結果，処理後 8 時間以内にＭ期と G2 期の細胞の割合が減少したこと
から，BA は G1 から S 期のいずれかの時期を主に抑制すると考えられた。そこで次に，Ｍ期で細胞周期を
同調した BY-2 細胞を用いて，同調後 0 時間（M 期）での影響を調べた。その結果，50 μM では細胞周期
が G1 期で完全に停止したことから，BA は G1 期の進行を抑制することが示された。同調後 4 時間（G1 期）
で，50 μM BA を処理した場合も，同様に細胞周期は G1 期で停止した。次に，50 μM BA によって G1 期で
の停止が起こることを確認するため，細胞周期依存的に発現する遺伝子の発現パターンへの影響を解析した。
G1 期の途中から S 期をピークとして発現する 2 つの細胞周期関連遺伝子について発現パターンを調べたと
ころ，0 時間（Ｍ期）で BA を処理した場合は遺伝子発現が全くみられなくなったことから，発現開始より
早い時期に細胞周期が抑制されたと考えられる。このような G1 期での細胞周期抑制に伴い，細胞死誘導が
どのような時期に起こるかを調べるため，0 時間（M 期）または 4 時間（G1 期）で 50 μM BA を処理した
場合の死細胞の増加パターンについて調べた。その結果，死細胞の増加は処理後 16 時間目からみられ，そ
の後は経過時間に依存して死細胞の割合が増加した。この結果から，細胞死の誘導はＭ期及び G1 期のどち
らで BA を受容した場合にも以降の経過時間に依存して誘導され，G1 期に入った後である一定の時点から
起こるわけではないことが示された。
以上の研究から，サイトカイニン及びサイトカイニンリボシドはいずれも BY-2 培養細胞に対し，細胞増
殖の抑制と細胞死の誘導という 2 つの異なる効果を示すことが確認された。一方，葉への顕著な細胞死誘導
効果はみられず，サイトカイニン類による細胞死誘導効果は細胞の分化状態によって異なるという可能性が
示された。また，培養細胞における増殖抑制は，細胞周期の進行が G1 期で抑制されることが主な原因であ
ることが明らかになった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い，本論文につい
て著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によって合格と判定さ
れた。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
